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 Extended Life Cycle Support (ELS) は、一部の Red Hat® Enterprise Linux® サブスクリプション向
けのオプションのアドオン・サブスクリプションです。1 ELS により、Red Hat Enterprise Linux サブスクリ
プションの価値を高め、従来の 10 年間のサポートライフサイクルを超えて、Red Hat オペレーティングシ
ステム (OS) プラットフォームの有効期間を延長できます。

Red Hat Enterprise Linux 移行のための拡張メンテナンス
 Red Hat は、お客様、パートナー、独立系ソフトウェアベンダー (ISV)、および Red Hat Enterprise 
Linux のエコシステム全体にとって、ライフサイクルの計画が重要であることを認識しています。オープン
ソースソフトウェアを本番環境にデプロイする企業は、選択したプラットフォームが OS のライフサイクル
全体にわたって、明確に定義されたセキュリティとサポートを有しているという保証を必要としています。
Red Hat Enterprise Linux サブスクリプションでは、明確に示されたライフサイクル戦略とガイダンスが
提供され、自社のアプリケーションとビジネスのニーズを満たす OS の移行を計画および実行できます。2

 最新のイノベーションは、最新の Red Hat リリースでいつでも利用できますが、最新バージョンに
アップデートすることは、組織にとって必ずしも可能である、または望ましいとは限りません。そのため、
Red Hat Enterprise Linux のバージョン 7、8、9 は、それぞれ 10 年間のサポートを提供しており、そのサ
ポートは OS バージョンにより、フルサポートとメンテナンスサポートのフェーズに分かれています (図 1)3。
オプションの ELS アドオン・サブスクリプションでは、延長ライフのフェーズにおいて、追加のサポートを
提供し、OS ライフサイクルの 10年間という期間を超えて、一部のサポートサービスを延長します。
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図 1. Red Hat Enterprise Linux のライフサイクルのフェーズ (OS リリース別)
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 1 注：ELS サポートの対象となるのは、Standard または Premium の Red Hat Enterprise Linux のサブスクリプションのみで
す。Red Hat Enterprise Linux Desktop または Workstation のサブスクリプションは、ELS アドオンの対象ではありませ
ん。アドオンは ELS の対象外です。

 2 詳細は、Red Hat Enterprise Linux のライフサイクルのページ (https://access.redhat.com/support/ policy/updates/
errata) をご覧ください。

 3 Red Hat Enterprise Linux 8 と 9 のリリースにより、メンテナンスサポート 1 とメンテナンスサポート 2 のフェーズが単一の
メンテナンスサポートのフェーズに統合されました。
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Red Hat について
 エンタープライズ・オープンソース・ソフトウェア・ソリューションのプロバイダーとして世界をリードする Red Hat は、
コミュニティとの協業により高い信頼性と性能を備える Linux、ハイブリッドクラウド、コンテナ、および Kubernetes 
テクノロジーを提供しています。Red Hat は、クラウドネイティブ・アプリケーションの開発、既存および新規 IT アプリ
ケーションの統合、複雑な環境の自動化および運用管理を支援します。受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサ
ルティングサービスを提供する Red Hat は、フォーチュン 500 企業に信頼されるアドバイザーであり、オープンな技術
革新によるメリットをあらゆる業界に提供します。Red Hat は企業、パートナー、およびコミュニティのグローバルネッ
トワークの中核として、企業の成長と変革を支え、デジタル化が進む将来に備える支援を提供しています。
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 Red Hat Enterprise Linux のライフサイクルのフェーズは、OS リリースによって異なります。4

 �フルサポートのフェーズ：フルサポートのフェーズでは、認定された影響度が「重大」および「重要」の
エラータアドバイザリー (RHSA) と優先度が「緊急」および一部の「高」のバグ修正のエラータアドバ
イザリー (RHBA) が、利用可能になり次第リリースされる可能性があります。また、利用可能であれば、
Red Hat の裁量により、新規または改良されたハードウェア・イネーブルメントおよび一部の拡張ソフ
トウェア機能が提供される場合があります。

 �メンテナンスサポートのフェーズ：メンテナンスサポートのフェーズでは、認定された RHSA および 
RHBA が、利用可能になり次第リリースされる可能性があります。その他のエラータアドバイザリーも、
必要に応じて提供される場合があります。新しい機能やハードウェア・イネーブルメントは、Red Hat 
の裁量によるもので、OS のリリースによって異なります。

 � 延長ライフのフェーズ：延長ライフのフェーズでは、Red Hat Enterprise Linux のサブスクリプショ
ンにより、Red Hat カスタマーポータルで過去にリリースされたコンテンツ、およびドキュメントや 
Red Hat ナレッジベースなどのその他のコンテンツに継続的にアクセスできます。デフォルトでは、こ
のフェーズにおいて、バグの修正、セキュリティに関する修正、ハードウェア・イネーブルメント、根本原
因の分析は利用できません。

Extended Life Cycle Support アドオン
 延長ライフのフェーズで利用可能な ELS では、Red Hat Enterprise Linux の該当のバージョンの最
後のマイナーリリースに対して、影響度が「重大」のセキュリティ修正、一部の優先度が「緊急」のバグ
修正5、トラブルシューティングが提供されます。ELS アドオンは、現在 ELS のフェーズにある Red Hat 
Enterprise Linux のバージョンに適用され、以下を含むサポートが提供されます。

 � Red Hat Enterprise Linux 7：ELS アドオンは、IBM S/390x と x86 (64 ビットのみ) のアーキテク
チャに対応しています。詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 ELS メンテナンスポリシーをご覧ください。

 � Red Hat Enterprise Linux 6：ELS アドオンは、32 ビットと 64 ビットの IBM Z と x86 のアーキテ
クチャに対応しています。

その他の詳細 

 サポートされるパッケージのリストと追加情報については、Red Hat の ELS サポートページをご覧くだ
さい。

 4 詳細は、https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata/#Details をご覧ください。
 5 バグの修正は Red Hat の裁量により提供されます。
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